　事　業　計　画　書（記入例１）

	自主防災組織名
	〇〇町内会自主防災組織

	地域内の災害想定区域
の有無
	土砂災害・洪水浸水・ため池浸水・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）


※地域内の災害想定区域の有無の欄には，ハザードマップ等を確認し，地域で発生が想定される災害がある場合は，該当するものに〇をしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（金額：円）
	取組内容
	実施の有無（見込）
	実施時期
（見込）
	参加者数
（見込）
	必 要 経 費
	備考

	
	
	
	
	経費区分
	内　容
	金　額
	

	防災講演会・
研修会
	有 ・ 無
	　７月
	４０人
	報償費
	講師謝金
	15,000
	

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	資料印刷費
	2,000
	

	
	
	
	
	合計①
	
	17,000
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	有 ・ 無
	　８月
	１０人
	報償費
	
	
	県のDIGに参加予定

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計②
	
	0
	

	呼びかけ体制づくりワークショップ
	有 ・ 無
	　９月
	２０人
	報償費
	講師謝金
	15,000
	

	
	
	
	
	消耗品費
	マジック，模造紙等
	1,000
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計③
	
	16,000
	

	避難訓練・
情報伝達訓練
	有 ・ 無
	　１０月
	１００人
	報償費
	
	
	

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	食糧費
	米，野菜，豚肉等
	20,000
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	資機材購入費
	防災資機材購入予定一覧のとおり
	46,000
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計④
	
	66,000
	

	訓練振り返りワークショップ
	有 ・ 無
	　１１月
	　２０人
	報償費
	
	
	

	
	
	
	
	消耗品費
	模造紙，付箋等
	1,000
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計⑤
	
	1,000
	

	
	事業費合計（①+②+③+④+⑤）
	100,000
	


・避難の呼びかけ体制の構築時期（又は事業の完了時期）：令和２年11月予定


防災資機材購入予定一覧（記入例１）

	品　　名
	数量
	単価（円）
	合計（円）
	備　考

	携帯用無線機
	4
	5,000
	20,000
	

	ハンドマイク
	2
	10,000
	20,000
	

	懐中電灯
	3
	2,000
	6,000
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	総　　合　　計（円）
	46,000
	


※１　単価は，消費税込みの価格で記入してください。
※２　総合計は，事業計画書の資機材購入費と一致させてください。
※３　避難訓練・情報伝達訓練以外の目的で購入を予定している防災資機材については，備考欄にその旨を記入してください。
※４　カタログの写し等，防災資機材の明細がわかる書類がある場合は，品名欄に「別紙〇〇の写しのとおり」，合計欄に見積額を記入し，その写しを添付しても差し支えありません。

事　業　計　画　書（記入例２）

	自主防災組織名
	〇〇町内会自主防災組織

	地域内の災害想定区域
の有無
	土砂災害・洪水浸水・ため池浸水・その他（高潮浸水　　　　　　　　　　　　）


※地域内の災害想定区域の有無の欄には，ハザードマップ等を確認し，地域で発生が想定される災害がある場合は，該当するものに〇をしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（金額：円）
	取組内容
	実施の有無（見込）
	実施時期
（見込）
	参加者数
（見込）
	必 要 経 費
	備考

	
	
	
	
	経費区分
	内　容
	金　額
	

	防災講演会・
研修会
	有 ・ 無
	　月
	人
	報償費
	
	
	過去に実施済

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計①
	
	
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	有 ・ 無
	　月
	人
	報償費
	
	
	過去に実施済

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計②
	
	
	

	呼びかけ体制づくりワークショップ
	有 ・ 無
	　月
	　人
	報償費
	
	
	過去に実施済

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計③
	
	
	

	避難訓練・
情報伝達訓練
	有 ・ 無
	１０月
	１００人
	報償費
	
	
	

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	食糧費
	アルファ化米等
	20,000
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	資機材購入費
	防災資機材購入予定一覧のとおり
	80,000
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計④
	
	100,000
	

	訓練振り返りワークショップ
	有 ・ 無
	１０月
	　２０人
	報償費
	
	
	補助金を活用せずに実施予定

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計⑤
	
	0
	

	
	事業費合計（①+②+③+④+⑤）
	100,000
	


・避難の呼びかけ体制の構築時期（又は事業の完了時期）：令和２年１０月予定


防災資機材購入予定一覧（記入例２）

	品　　名
	数量
	単価（円）
	合計（円）
	備　考

	リヤカー
	2
	20,000
	40,000
	要配慮者支援用

	簡易ベッド
	4
	10,000
	40,000
	避難所体験用

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	総　　合　　計（円）
	80,000
	


※１　単価は，消費税込みの価格で記入してください。
※２　総合計は，事業計画書の資機材購入費と一致させてください。
※３　避難訓練・情報伝達訓練以外の目的で購入を予定している防災資機材については，備考欄にその旨を記入してください。
※４　カタログの写し等，防災資機材の明細がわかる書類がある場合は，品名欄に「別紙〇〇の写しのとおり」，合計欄に見積額を記入し，その写しを添付しても差し支えありません。

事　業　計　画　書（記入例３）

	自主防災組織名
	〇〇町内会自主防災組織

	地域内の災害想定区域
の有無
	土砂災害・洪水浸水・ため池浸水・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）


※地域内の災害想定区域の有無の欄には，ハザードマップ等を確認し，地域で発生が想定される災害がある場合は，該当するものに〇をしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（金額：円）
	取組内容
	実施の有無（見込）
	実施時期
（見込）
	参加者数
（見込）
	必 要 経 費
	備考

	
	
	
	
	経費区分
	内　容
	金　額
	

	防災講演会・
研修会
	有 ・ 無
	　６月

１０月
	３０人

１００人
	報償費
	講師謝金
	15,000
	10月は避難訓練と同時開催

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	資料印刷費
	2,000
	

	
	
	
	
	合計①
	
	17,000
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	有 ・ 無
	　 月
	　　　人
	報償費
	
	
	過去に実施済み

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計②
	
	
	

	呼びかけ体制づくりワークショップ
	有 ・ 無
	　９月
	　２０人
	報償費
	
	
	補助金を活用せずに実施予定

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計③
	
	
	

	避難訓練・
情報伝達訓練
	有 ・ 無
	　１０月
	１００人
	報償費
	
	
	

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	食糧費
	野菜，肉，水
	13,000
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	資機材購入費
	防災資機材購入予定一覧のとおり
	60,000
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計④
	
	73,000
	

	訓練振り返りワークショップ
	有 ・ 無
	　１０月
	　１５人
	報償費
	講師謝金
	10,000
	

	
	
	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	
	
	
	借上費
	
	
	

	
	
	
	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	合計⑤
	
	10,000
	

	
	事業費合計（①+②+③+④+⑤）
	100,000
	


・避難の呼びかけ体制の構築時期（又は事業の完了時期）：令和２年10月予定


防災資機材購入予定一覧（記入例３）

	品　　名
	数量
	単価（円）
	合計（円）
	備　考

	別紙カタログの写しのとおり
	
	
	60,000
	炊き出し訓練に使用

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	総　　合　　計（円）
	60,000
	


※１　単価は，消費税込みの価格で記入してください。
※２　総合計は，事業計画書の防災資機材購入費と一致させてください。
※３　避難訓練・情報伝達訓練以外の目的で購入を予定している防災資機材については，備考欄にその旨を記入してください。
※４　カタログの写し等，防災資機材の明細がわかる書類がある場合は，品名欄に「別紙〇〇の写しのとおり」，合計欄に見積額を記入し，その写しを添付しても差し支えありません。

収　支　予　算　書（記入例）

収入の部
	項　　目
	金　　額（円）
	備　　考

	市（町）補助金
	100,000
	

	自己資金
	0
	

	その他収入
	0
	

	合　　計
	100,000
	





支出の部
	項　　目
	金　　額（円）
	備　　考

	防災講演会・研修会
	20,000
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	10,000
	

	呼びかけ体制づくり
ワークショップ
	10,000
	

	避難訓練・
情報伝達訓練
	50,000
	

	訓練振り返り
ワークショップ
	10,000
	

	合　　計
	100,000
	














事　業　報　告　書（記入例１）

	自主防災組織名
	〇〇町内会自主防災組織



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（金額：円）
	取組内容
	実施の有無
	実施時期
	参加者数
	実　績　額
	備　考

	防災講演会・
研修会
	有 ・ 無
	７月１０日
	３８人
	17,000
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	有 ・ 無
	８月５日
	１０人
	0
	県のDIG
に参加

	呼びかけ体制づくり
ワークショップ
	有 ・ 無
	９月２０日
	２１人
	16,000
	

	避難訓練・
情報伝達訓練
	有 ・ 無
	１０月３０日
	９７人
	66,000
	

	訓練振り返りワークショップ
	有 ・ 無
	１１月１０日
	１５人
	1,000
	

	実　　績　　額　　合　計　　
	100,000
	



・避難の呼びかけ体制の構築日（又は事業の完了日）：令和２年１１月１０日

· 各取組内容の支出内訳は，支出明細書に記載してください。












事　業　報　告　書（記入例２）

	自主防災組織名
	〇〇町内会自主防災組織



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（金額：円）
	取組内容
	実施の有無
	実施時期
	参加者数
	実　績　額
	備　考

	防災講演会・
研修会
	有 ・ 無
	　月　日
	　　人
	
	過去に実施
済み

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	有 ・ 無
	　月　日
	　　人
	
	過去に実施
済み

	呼びかけ体制づくり
ワークショップ
	有 ・ 無
	　月　日
	　　人
	
	過去に実施
済み

	避難訓練・
情報伝達訓練
	有 ・ 無
	１０月２０日
	１０５人
	100,000
	

	訓練振り返りワークショップ
	有 ・ 無
	１０月２０日
	２０人
	0
	

	実　　績　　額　　合　計　　
	100,000
	



・避難の呼びかけ体制の構築日（又は事業の完了日）：令和２年１０月２０日

· 各取組内容の支出内訳は，支出明細書に記載してください。












事　業　報　告　書（記入例３）

	自主防災組織名
	〇〇町内会自主防災組織



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（金額：円）
	取組内容
	実施の有無
	実施時期
	参加者数
	実　績　額
	備　考

	防災講演会・
研修会
	有 ・ 無
	　６月１５日

１０月２８日
	　　３５人

　１０５人
	17,000
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	有 ・ 無
	　月　日
	　　人
	
	過去に実施
済み

	呼びかけ体制づくり
ワークショップ
	有 ・ 無
	　７月２０日
	　　１５人
	
	補助金を活用せずに実施

	避難訓練・
情報伝達訓練
	有 ・ 無
	１０月２８日
	１０５人
	73,000
	

	訓練振り返りワークショップ
	有 ・ 無
	１０月２８日
	２０人
	10,000
	

	実　　績　　額　　合　計　　
	100,000
	



・避難の呼びかけ体制の構築日（又は事業の完了日）：令和２年１０月２８日

· 各取組内容の支出内訳は，支出明細書に記載してください。













支　出　明　細　書（記入例）

	取組
内容
	品　　名
	数量
	単価（円）
	合計（円）
	備　考

	防災講演会・
研修会
	〇〇講師謝金
	1
	15,000
	15,000
	

	
	資料コピー代（カラー）
	500
	40
	2,000
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	実　　　績　　　額
	17,000
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	実　　　績　　　額
	0
	

	呼びかけ体制づくり
ワークショップ
	〇〇講師謝金
	1
	15,000
	15,000
	

	
	油性ペン（6本入り）
	２
	500
	1,000
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	実　　　績　　　額
	16,000
	

	避難訓練・
情報伝達訓練
	携帯用無線機
	４
	5,000
	20,000
	

	
	ハンドマイク
	２
	10,000
	20,000
	

	
	懐中電灯
	３
	2,000
	6,000
	

	
	別紙の写し①のとおり
	
	
	20,000
	

	
	実　　　績　　　額
	66,000
	

	訓練振り返り
ワークショップ
	別紙の写し②のとおり
	
	
	1,000
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	実　　　績　　　額
	1,000
	

	
	実　　　績　　　額　　合　　計
	100,000
	


※１　単価は，消費税込みの価格で記入してください。
※２　各取組内容の実績額は，事業報告書の実績額と一致させてください。
※３　レシートや請求書等，支出の明細がわかる書類がある場合は，品名欄に「別紙〇〇の写しのとおり」，合計欄に購入額を記入し，レシートや請求書等の写しを添付しても差し支えありません。

収　支　決　算　書（記入例）

収入の部
	項　　目
	金　　額（円）
	備　　考

	市（町）補助金
	100,000
	

	自己資金
	0
	

	その他収入
	0
	

	合　　計
	100,000
	





支出の部
	項　　目
	金　　額（円）
	備　　考

	防災講演会・研修会
	17,000
	

	災害図上訓練（DIG）・
まちあるき
	0
	

	呼びかけ体制づくり
ワークショップ
	16,000
	

	避難訓練・
情報伝達訓練
	66,000
	

	訓練振り返り
ワークショップ
	1,000
	

	合　　計
	100,000
	














[bookmark: _GoBack]避難の呼びかけ体制づくり報告書（記入例１）

	自主防災組織名
	◇◇町自主防災組織



	№
	項　　目
	内　　容

	※１
	世帯数・人口
	約100世帯／約250人（令和２年１月時点）

	※２
	避難先
	◇◇町公民館

	※３
	災害想定区域
	土砂災害警戒区域・特別警戒区域

	※４
	避難情報の入手方法
	テレビや県の防災メール，防災行政無線の戸別受信機等により情報を入手する。

	※５
	呼びかけの順番
（連絡体制）
	会長（副会長）→副会長※→組長（10人）→住民
※会長・副会長は分担して組長に連絡する。

	※６
	呼びかけ担当者不在時の対応
	会長が不在の時：副会長が全組長に連絡する。
組長が不在の時：会長・副会長が直接，全住民に連絡する。

	※７
	呼びかけのタイミング
	警戒レベル３が発令されたとき
※警戒レベル４以降に戸別訪問で呼びかけを行うと，呼びかける側にも危険が及び可能性があるため，呼びかけは警戒レベル３のみとする。

	※８
	呼びかけの範囲・優先度
	全住民に避難を呼びかける。
ただし，要配慮者や土砂災害警戒区域に居住する住民から先に呼びかけていく。

	※９
	呼びかけの方法
	固定電話と戸別訪問を主とする。
今後は携帯電話でも連絡ができるよう，住民に携帯電話の番号を聞き取る予定である。

	※10
	呼びかけ内容（メッセージ）
	・私は◇◇町公民館に避難するので，一緒に避難しましょう！
・自分の命を守るのは自分です！急いで一緒に避難しましょう！
・残った人を悲しませるのはやめましょう！

	※11
	呼びかけ・避難の確認方法
	①住民に避難の呼びかけをしたら，組長は会長・副会長のいずれかに呼びかけた人と呼びかけた人の避難先を報告する。
②会長・副会長は，組長からの報告を情報共有する。

	※12
	避難経路
	災害図上訓練やまちあるきを行い，過去に被災した箇所や危険な箇所を把握しており，安全に避難できる経路を設定している。

	※13
	避難所の開設
	◇◇町公民館（警戒レベル３発令時に〇〇市が開設する。）

	14
	他団体との連携
	現在，連携している団体はないが，今後，消防団や民生委員，子ども会などと話し合い，災害時における情報共有や，要配慮者の支援，平時の防災活動などについて，連携していく予定である。

	15
	その他
	・防災マップの作成について
　今後，土砂災害警戒区域等の災害想定区域や，過去の被災箇所，避難所，避難ルートなどを示した防災マップを作成し，地区の状況を把握する予定である。


注　※マークが付いた項目は体制づくり必須項目です。自主防災組織で定めた内容や確認したことを必ず記入してください。

避難の呼びかけ体制づくり報告書（記入例２）

	自主防災組織名
	〇〇自主防災会



	№
	項　　目
	内　　容

	※１
	世帯数・人口
	約250世帯・約500人（令和２年３月時点）

	※２
	避難先
	△△集会所，〇〇公民館

	※３
	災害想定区域
	土砂災害警戒区域・特別警戒区域／洪水浸水想定区域

	※４
	避難情報の入手方法
	〇△〇市防災メール／音声告知放送／テレビ／広報車
※市から町内会長に対して避難所開設前に電話連絡がある。

	※５
	呼びかけの順番
（連絡体制）
	会長※１⇒役員（８名）⇒班長※２（25名）⇒住民
※１：会長は副会長にも連絡し，分担して役員に連絡する。
※２：班長は副班長にも連絡し，分担して住民に呼びかける。

	※６
	呼びかけ担当者不在時の対応
	会長が不在の時：副会長が全役員に連絡
役員が不在の時：会長・副会長が直接班長に連絡
班長が不在の時：役員は副班長に連絡し副班長が全住民に連絡

	※７
	呼びかけのタイミング
	警戒レベル３と警戒レベル４が発令されたとき。

	※８
	呼びかけの範囲・優先度
	①警戒レベル３発令時
　要配慮者や災害想定区域の居住者から避難を呼びかける。
②レベル4発令時
　全住民に避難を呼びかける。

	※９
	呼びかけ方法
	携帯電話を主とするが，携帯電話を所持していない人などには警戒レベル３発令時のみ戸別訪問も行う。

	※10
	呼びかけ内容（メッセージ）
	△△集会所（又は〇〇公民館）に避難するので，いっしょに避難しましょう！

	※11
	呼びかけ・避難の確認方法
	①班長は避難の呼びかけが完了したら，役員にその旨を連絡する。
②役員は班長からの報告を受けたら，会長にその旨を報告する。

	※12
	避難経路
	災害図上訓練やまちあるきを行い，過去に被災した箇所や危険な箇所を把握しており，安全に避難できる経路を設定している。

	※13
	避難所の開設
	・△△集会所
　警戒レベル３発令時に〇〇自主防災会が開設する。
・〇〇町公民館
　警戒レベル３発令時に市が開設する。

	14
	他団体との連携
	・消防団：自主防災会の連絡網とは別に消防団とも連絡がとれるようにしており，災害時における部隊派遣や危険箇所の連絡など，情報共有を図っている。
・民生委員：自主防災会の連絡網とは別に民生委員とも連絡がとれるようにしており，要配慮者については可能な範囲で情報共有を図っている。

	15
	その他
	・会長不在時に備え，副会長にも避難所開設情報を電話連絡してもらえるよう，市に依頼している。
・要配慮者１人に対して支援者を２人決めている。


注　※マークが付いた項目は体制づくり必須項目です。自主防災組織で定めた内容や確認したことを必ず記入してください。
